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 この SCEの窓に、一年程前になるが、エッセイ「システム構築による課題解決」(2019)1

を発表した。その今年のアクセス数を辿ると、表 1に示すように、信じられないような変化 

表 1 システム構築              が記録されている 

ことが分かった。 

一方、「システム

ズエンジニアリン

グの系譜」(2013)2    

表 2 システムズエンジニアリング       についても、表2に示すように、

我が国の「システムズエンジニ

アリング」についての認識が低

いことも分かっていた。 

 これらのことの意味を断定し

てしまうのには、一寸気が引け

るが、「システム」についての認識が不十分なままで、特に表 1の「ゼロ」アクセスについ

ては、何かしら不純な意図も加わっているのではなかろうか。 

 また、「システムアプローチ」とか「システム思考」とかという言葉はよく聞くが、果た

してどの程度明確に定義されているのであろうか。そもそも、「システム」という言葉が登

場したのは、von Bertalanffy による「一般システム理論」(1968)3だと言われている（筆者

(2019)4）。 

 しかし、「システムズエンジニアリング」という言葉が登場するのは、我が国では、日本

科学技術連盟から翻訳出版された「システム工学」(1960)5(Goode & Machol (1957)6)で、

「一般システム理論」の 11年前である。 

 そして、我が国で「システム思考」という言葉が翻訳されて登場したのは 2009年で、原

著は 9年前に発刊されている(Sterman(2000)7)とすると、発行順序は、 

    システム工学 1960    Systems Engineering 1957 

            ↓            ↓ 

    一般システム理論 1973    General System Theory 1968 

        ↓            ↓ 

    システム思考 2009        Business Dynamics 2000 

2020 2020 2020

04.14.14 05.18.14 07.15.14

システム構築による課題解決 8,891,360 0 2,413,880

自然検索結果

アクセス数

2019 2019
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システムズエンジニアリングの系譜 21 1

Genealogy of Systems Engineering 3,632,640 1,853,100

アクセス数
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となり、翻訳書であれ、原著であれ、システム工学→一般システム理論→システム思考とい

う順序で、原著と翻訳書の出版年の差は、それぞれ 3 年、5 年、9 年となっている。また、

題名からも、またその内容からも、年を降るに従い、その抽象度は上がってきたと言えそう

である。言うならば、だんだん難解になってきたのである。 

 ただ、気になるのは、「システム思考」で、それは Business Dynamicsという題名からは

容易に思いつかない翻訳のように思われる。しかし、これは副題の原語がSystems Thinking 

and Modeling for a Complex World（複雑な問題の解決技法）であることから考えると不

適切な翻訳であるどころか、むしろ妥当なものと考えられる。 

 それを確かめるべく、「序文」をみると、「本書は、現在までのシステム・ダイナミクス分

野での進展を紹介し・・たとえば次のような事例や実例を多数紹介する」といい、 

 ・企業の成長と停滞  ・新技術の普及  ・景気循環 

 ・企業やその他の組織におけるサプライ・チェーンの設計 

 ・プロジェクト管理 

をあげている。景気循環からプロジェクト管理ということになると、何の階層かはさておき、

いろいろな階層に亘って事例・実例が取り上げられているのが分かる。 

 章の構成をみると、「まとめ」の章を含めると 10章に亘っているが、筆者が最も惹かれた

のは「第 3章 システム思考のプロセス」である。さらに、この章は、 

 3.1 モデル構築の目的－組織設計者としてのマネージャー 

 3.2 クライアントとモデル設計者 

 3.3 モデル構築プロセスのステップ 

 3.4 モデル構築は反復のプロセス 

から成り立っている。「ビジネスモデル」を研究テーマの一つとしている筆者にとって、思

っても見なかったが、言われてみると、「そうか」と納得できる項目が羅列されているよう

に思われる。さらに、「3.3 モデル構築プロセスのステップ」では、次のステップを羅列し

ている。 

1. 問題の明確化（境界の選定） 

2. ダイナミック仮説の構築 

3. シミュレーション・モデルの構築 

4. 検証 

5. 施策の設計・評価（施策分析） 

 このステップには、特に目新しさは感じなかったが、「問題の明確化」を（境界の選定）

としているのは、流石と感じた。また、いずれにしても、「システム思考」と「プロセス 

思考」を一体化しているのは、「我が意を得たり」と言いたいところである。 

 ということで、「プロセス思考」に関する文献を探したところ、なんと「プロセス思想研

究」(1999)8と題する著書を見つけた。早速手に入れて一覧したところ、残念ながら、直接

「プロセス」を表記する章はなかった。その代わり、なんと皮肉にも「システム論の哲学的
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基礎－有機体の哲学から組織倫理学へ」という章（村田晴夫）9があった。 

 まず、この章では、「すべてのシステムはその上位システムによって生かされているので

あり、下位システムを統合することによって、「生きている」のである。」、「システム論の普

遍性は世界に存在するあらゆるものはステムであると考えるところにある。システムを構

成する要素もまたシステムである。そしていかなるシステムもまた何かあるシステムの構

成要素となっているのである。これは空間的構造としてだけでは描き切れない。空間と時間

の連続体として捉えなくてはならない。」と述べている。 

 しかし、ここまで言われると、プロセスというよりはシステムの本質はとらえているが、

システム思考とプロセス思考の区別がつかなくなるし、何かを設計・評価するという世界か

ら無縁になってしまうのではなかろうか。だとすると、システム思考とプロセス思考の切り

分けは、Sterman (2000)（前出）の方がより具体的であり、より優れていると言えよう。 

 次いで、もう一つの章、量子論の世界－プロセス哲学からの考察（田中 裕）10では、生成

論的分析と座標的分析の二つがあるとして、「生成論的分析とは『具体化の過程』を区分す

ることであり、座標的分析とは『具体的なもの』を区分することである。」と述べ、さらに、

一寸難しいが、「たとえ、量子論的現象の記録とは、本質的に統計的なものであるとしても、

確率や統計について語ることは、このような個々のデータの確定性を前提にしており、その

意味で、二者択一が一方に決定されることによる情報の生成を、われわれの物理学的認識の

基盤と考えねばならぬであろう。」と述べている。 

 以上これらのことを考え合わせると、システムとプロセスは対をなす概念のように思わ

れる。論考の対象に応じて、システムと言ったりプロセスと言ったりしているというのは言

い過ぎであろうか。 

 また、ここで、あらためて考えてみると、私達は、「プロセス」という言葉に、一般的な

方法、手順、過程というような名詞的意味と化学的に処理するというような動詞的意味の二

つの意味を持たせ、状況に応じて無意識に使い分けているようにも思われる。 

 次に、産業的視点からシステムを考えることにすると、まず市川惇信(1969)11がシステム

を次の 3つに分類している。 

① プロセスシステム（化学系、少品種大量生産向き） 

② ジョブシッヨプシステム（機械系、多品種少量生産向き） 

③ ネットワークシステム（用役系、ユーティリティ向き） 

 しかし、今やその存在を無視することのできない情報系産業はどうなるのであろうか。ま

ず 1 つの考え方としては、ネットワークシステムとして分類することが考えられる。しか

し、そのように分類できるネットワークもあるであろうが、今や「情報ネットワークシステ

ム」は、産業社会も超えて消費社会も含む社会基盤を形成している。しかも、コロナ禍の世

界的拡大は、その社会基盤化をますます推し進める勢いである。言い方を変えると、デジタ

ルトランスフォーメーションが消費社会のみならず、政治・行政世界も巻き込んでいる。そ

して、インダストリー4.0革命をも巻きこんで影の薄い存在にしつつあると言えよう。 
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 さて、それはそれとして、私達のプロセスシステムはどのようになっているのであろうか。

まずその階層構造を図 1に示す（市川惇信(1909）前出）。 

そして、少なくとも当

時はその共通の属性は

物質、エネルギーそし

て資金であったが、上

述したように、今やデ

ータ／情報も加えるべ

きかもしれない。 

 また、上述したプロ

セスすなわちプロジェ

クトステージとして、

最も代表的なものを、 

図 1 プロセスプラントの特性と階層構造       表 3に示す(Cleland &  

表 3 プロジェクトステージ                     King (1968)12)。 

さらに、付け加えるな

らば、言うまでもないこ

とではあるが、プロジェ

クトライフサイクル全

体に亘って、システム思

考とプロセス思考をし

ていくことが、プロセス

エンジニアリングから、

プロセスシステムエン

ジニアリングへ、さらに

プロジェクトエンジニ

アリング・マネジメント

へと、さらなる成功の連

鎖を形成していくので

はなかろうか。 
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